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副
知
事
と
教
育
長
へ
要
請

国
民
大
運
動
・
２
０
１
８
年
予
算
で

低
空
飛
行
へ
の
県
民
的
反
対
を
求
め
る

　 

平
和
の
問
題
で
は
、
米
軍
機
の
低
空

飛
行
訓
練
に
つ
い
て
は
、
事
前
に
飛
行
計

画
を
各
自
治
体
に
連
絡
す
る
よ
う
国
に

今
後
も
求
め
て
行
く
と
答
え
る
に
と
ど

ま
り
ま
し
た
。
会
側
が
求
め
た
県
民
大

会
の
開
催
に
つ
い
て
は
、
そ
の
考
え
は
な

い
と
答
え
ま
し
た
。

　
ま
た
、
１
１
月
２
８
日
に
小
学
生
、
保

育
園
児
も
参
加
さ
せ
て
行
っ
た
ミ
サ
イ
ル

対
応
訓
練
に
つ
い
て
は
、「
万
が
一
の
事

態
に
備
え
る
」と
だ
け
し
か
答
え
ま
せ
ん

で
し
た
。

　 

Ⅹ
国
か
ら
発
射
さ
れ
た
弾
道
ミ
サ
イ

ル
が
高
知
県
上
空
を
通
過
し
、
太
平
洋

上
に
落
下
す
る
と
い
う
想
定
で
す
が
、

ミ
サ
イ
ル
か
ら
の
落
下
物
は
事
前
に
は
把

握
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
は
認
め
ま
し

た
。
会
側
か
ら
は
、
危
機
感
だ
け
を
煽

り
、
北
朝
鮮
への
先
制
攻
撃
を
正
当
化

し
か
ね
な
い
と
強
く
指
摘
し
ま
し
た
。

日
欧
Ｅ
Ｐ
Ａ
の
県
内
影
響
の
調
査
を
！

今
、
国
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
１
１
や
日
欧
Ｅ
Ｐ
Ａ
を

進
め
て
お
り
、
一
次
産
業
への
影
響
が

　 

１
２
月
１
日
「
軍
事
費
を
削
っ
て
、
く
ら
し
と
福
祉
・
教
育
を
国
民
大
運
動
高
知

県
実
行
委
員
会
（以
下
、
国
民
大
運
動
）」
は
、
２
０
１
８
年
県
予
算
に
関
す
る
要

請
を
岩
城
副
知
事
と
田
村
教
育
長
へ行
い
ま
し
た
。
国
民
大
運
動
か
ら
は
、
約
３
０

人
が
参
加
し
、
現
場
の
状
況
や
想
い
を
伝
え
る
と
と
も
に
、
県
と
し
て
し
っ
か
り
と

し
た
対
応
を
求
め
ま
し
た
。

全
労
連
と
ベ
ト
ナ
ム
労
働

総
連
合
と
の
定
期
交
流
で

１
０
月
末
か
ら
実
質
３
日

間
ベ
ト
ナ
ム
を
訪
問
し
た
。

初
の
社
会
主
義
国
に
興
味
津
々
▲
同
労

組
は
ベ
ト
ナ
ム
唯
一
の
労
働
組
合
。
し
か

し
、
百
％
の
組
織
率
で
は
な
い
ら
し
い
。

特
に
、
国
営
企
業
の
民
間
企
業
化
、
外

資
系
企
業
の
増
加
に
よ
る
。
そ
こ
で
組

織
率
が
落
ち
、
「
唯
一
代
表
性
」
が
問

わ
れ
た
時
期
も
あ
り
、
現
在
も
問
わ

れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
複
数
労
組
の

併
存
に
つ
い
て
の
質
問
が
あ
っ
た
こ
と
が
、

そ
の
証
▲
政
権
党
で
あ
る
共
産
党
と
の

関
係
に
つ
い
て
は
、
聞
く
機
会
が
な
か
っ

た
。
共
産
党
は
、
複
数
政
党
制
に
よ
っ

て
で
は
な
く
、
党
内
の
民
主
的
な
運

営
、
道
徳
的
な
規
律
の
確
立
で
「
民
主

的
」
な
国
家
運
営
を
確
保
し
よ
う
と
し

て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
最
賃
な
ど
の
労

働
政
策
に
つ
い
て
は
、
政
労
使
の
評
議

会
が
あ
り
労
組
代
表
も
入
っ
て
お
り
、

一
定
の
攻
防
、
緊
張
感
は
あ
る
様
で
あ

る
▲
ハ
ノ
イ
の
街
中
は
、
車
と
バ
イ
ク
の

大
運
河
。
軽
自
動
車
が
走
っ
て
い
な
い
の

は
不
思
議
。
一
応
信
号
は
あ
る
が
、
車

の
間
を
バ
イ
ク
が
縫
う
よ
う
に
し
て
走

り
、
人
も
大
通
り
を
車
を
遮
り
横
断

す
る
。
国
を
挙
げ
て
経
済
発
展
に
ま
い

進
し
て
い
る
。
「
社
会
主
義
的
市
場
経

済
」
の
比
重
は
、
確
実
に
後
者
に
あ
る

と
感
じ
た
▲
労
組
の
幹
部
は
、
課
題
と

し
て
外
資
に
お
け
る
労
働
条
件
確
保
と

同
時
に
、
生
産
性
向
上
を
挙
げ
る
。
労

組
と
政
権
と
の
距
離
感
は
、
体
制
の
違

い
を
越
え
て
重
要
だ
。
（田
）

副
知
事
要
請
の
様
子

懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
国
民
大
運
動
か

ら
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
１
１
や
日
欧
Ｅ
Ｐ
Ａ
の
反

対
と
県
内
一
次
産
業
への
影
響
調
査
を

求
め
ま
し
た
。
当
初
県
は
、
国
の
試
算

を
待
っ
て
調
査
す
る
と
の
回
答
で
し
た

が
、
国
民
大
運
動
側
か
ら
北
海
道
の
調

査
な
ど
の
情
報
を
提
供
す
る
と
、
問

合
せ
を
す
る
と
答
え
ま
し
た
。

　 

学
校
給
食
の
セ
ン
タ
ー
化
の
問
題
に
つ

い
て
は
、
各
自
治
体
が
検
討
し
た
結
果

で
あ
る
た
め
、
県
は
指
導
す
る
立
場
に

な
い
と
の
回
答
で
し
た
。
国
民
大
運
動

か
ら
は
、
短
期
的
な
費
用
で
は
な
く
、

セ
ン
タ
ー
化
に
よ
る
地
産
率
の
低
下
や
食

の
安
全
性
、
防
災
面
な
ど
様
々
な
側

面
か
ら
県
と
し
て
の
指
導
を
求
め
ま
し

た
。

副
知
事
・
教
育
長
が
視
察
を
約
束

　 

子
ど
も
の
貧
困
対
策
で
は
、
子
ど
も

食
堂
こ
う
ち
か
ら
、
全
県
に
拡
大
し
て

い
る
子
ど
も
食
堂
への
支
援
の
拡
充
を
求

め
ま
し
た
。
ま
た
、「
実
際
に
食
堂
の
視

察
を
」
と
の
要
請
に
は
、
副
知
事
と
教

育
長
は
「
参
加
す
る
」
と
回
答
し
ま
し

た
。

よ
り
良
い
保
育
の
実
施
を
求
め
る

　 

保
育
の
問
題
で
は
、
現
役
の
労
働
者

か
ら
保
育
士
不
足
の
実
情
を
訴
え
、
保

育
労
働
者
の
処
遇
改
善
を
求
め
ま
し

た
。
県
は
、
潜
在
保
育
士
の
活
用
と
保

育
士
就
学
金
貸
付
事
業
に
よ
る
保
育
士

の
掘
り
起
こ
し
を
進
め
る
と
回
答
し
ま
し

た
。
ま
た
、「
本
来
は
正
規
雇
用
が
望
ま

し
い
と
考
え
て
い
る
。
財
源
に
お
い
て

は
、
補
助
金
等
の
額
が
適
正
か
も
含
め

て
国
に
要
望
す
る
」と
回
答
し
ま
し
た
。

公
立
保
育
所
の
臨
時
・非
常
勤
職
員
の

雇
用
の
中
断
期
間
に
つ
い
て
は
、
無
く
す

べ
き
と
の
方
向
で
対
応
し
て
い
き
た
い
と

し
ま
し
た
。

本
音
は
や
り
た
く
な
い
公
契
約
条
例

　 

県
は
、
高
知
市
の
公
共
調
達
条
例
の

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
な
ど
を
市
と
共
有
し
、

効
果
に
つ
い
て
検
討
す
る
と
し
な
が
ら
、

公
契
約
条
例
に
つ
い
て
は
従
来
の「
民
民

の
契
約
に
公
が
介
入
す
る
こ
と
は
馴
染

ま
な
い
」
と
答
え
、
公
契
約
条
例
への
取

り
組
み
に
後
ろ
向
き
な
姿
勢
を
改
め
て

示
し
ま
し
た
。
今
回
新
た
に
明
ら
か
に

な
っ
た
の
は
、
設
計
労
務
費
調
査
の
結

果
を
県
で
把
握
し
て
い
な
い
と
い
う
昨
年

の
回
答
が
、
「
調
査
ア
ン
ケ
ー
ト
は
コ

ピ
ー
し
て
持
っ
て
い
る
。
」と
変
化
し
た
点

で
し
た
。

　 

県
労
連
で
は
、
調
査
票
の
結
果
の
開

示
を
求
め
る
と
と
も
に
、
県
と
し
て「
こ

れ
以
上
の
安
い
雇
用
は
許
さ
な
い
」と
い

う
姿
勢
を
求
め
ま
し
た
。
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９
条
３
項
に
書
き
込
ま
れ
る
の
は

　
　
　
　        

　
昔
の
自
衛
隊
で
は
な
い

　 

案
保
法
制
で
武
力
行
使
の
３
要
件
が

変
更
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
衛
隊
は

「
生
ま
れ
変
わ
っ
た
」
と
言
っ
て
も
過
言

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
１
９
５
４
年
の
政
府

見
解
で
の
自
衛
権
発
動
の
３
要
件
は
、

①
我
が
国
に
対
す
る
急
迫
不
正
の
侵
害

が
あ
る
こ
と
、
②
こ
れ
を
排
除
す
る
た

め
に
他
に
適
当
な
手
段
が
な
い
こ
と
、

③
必
要
最
小
限
度
の
実
力
行
使
に
と
ど

ま
る
こ
と
、
で
し
た
。

　 

し
か
し
、
２
０
１
４
年
７
月
１
日
に
閣

議
決
定
さ
れ
た「
新
３
要
件
」で
は
、
①

我
が
国
に
対
す
る
武
力
攻
撃
の
み
な
ら

ず
、
密
接
な
関
係
に
あ
る
他
国
に
対
す

る
武
力
攻
撃
が
発
生
し
、
こ
れ
に
よ
り

我
が
国
の
存
立
が
脅
か
さ
れ
、
国
民
の

生
命
、
自
由
及
び
幸
福
追
求
の
権
利
が

根
底
か
ら
覆
さ
れ
る
明
白
な
危
険
が
あ

る
場
合
、
②
こ
れ
を
排
除
し
、
我
が
国

の
存
立
を
全
う
し
、
国
民
を
守
る
た
め

に
他
に
適
当
な
手
段
が
な
い
、
③
必
要

最
小
限
度
の
実
力
を
行
使
す
る
こ
と

は
、「
自
衛
」
の
た
め
の
措
置
と
し
て
憲

法
上
許
容
さ
れ
る
。
※
憲
法
上
許
容

さ
れ
る
「
武
力
の
行
使
」
は
、
国
際
法

上
は
、
集
団
的
自
衛
権
が
根
拠
と
な
る

場
合
が
あ
る
、
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　 

集
団
的
自
衛
権
の
解
釈
改
憲
に
よ
っ

て
、
自
衛
隊
は
、
自
国
が
攻
撃
さ
れ
て

い
な
く
て
も
、
集
団
的
自
衛
権
に
よ
っ
て

武
力
を
行
使
で
き
る
自
衛
隊
へと
生
ま

れ
変
わ
っ
て
い
ま
す
。

憲法改正の目玉は「９条改悪」と独裁国家

安倍首相による憲法改悪シナリオの変遷

◇９６条の先行改憲

↓ （外堀を埋め、 ９条の本丸を攻める）

◇２段階改憲論

↓ （解釈改憲⇒明文改憲）

◇３段階改憲論

↓（解釈改憲⇒明文改憲＝お試し改憲⇒９条改憲）

◇再び２段階改憲論へ＝９条本命改憲　

　 ①憲法９条３項に自衛隊を明記

　 ②緊急事態条項の創設

　 ③教育の無償化

　 ④合区の解消

※本命は①と②． 教育の無償化は維新対策。 合

区解消は知事会などを巻き込む方便。

安
倍
首
相
は
９
条
改
正
で

　

戦
争
を
す
る
国
づ
く
り
の
完
成
を
め
ざ
す

戦
争
を
す
る
国
の
４
つ
の
構
成
要
素

①
戦
争
を
欲
す
る
権
力
者
＝
安
倍
首
相

②
戦
争
を
遂
行
す
る
軍
隊
と
そ
の
法
体
系
（＝
戦
争
法
）

　
　
→
戦
争
法
に
よ
っ
て
集
団
的
自
衛
権
を
付
与
さ
れ
、
海
外
で

　
　
　
武
力
行
使
で
き
る
自
衛
隊

（＝
国
際
的
な
常
識
で
言
え
ば

　
　
　
軍
隊
）
を
憲
法
９
条
３
項
に
書
き
込
む
こ
と
を
目
論
ん
で
い

　
　
　
ま
す
。

③
戦
争
に
歓
喜
す
る
国
民
、
少
な
く
と
も
黙
認
す
る
国
民

　
　
→
そ
れ
を
作
る
た
め
の
法
律
が「
特
定
秘
密
保
護
法
」
で
あ
り

　
　
　「
共
謀
罪
」、
そ
し
て
「
道
徳
の
教
科
化
」
で
す
。

④
戦
争
を
欲
す
る
企
業

　
　
→
科
学
の
軍
事
利
用
の
活
発
化
。
防
衛
装
備
の
移
転
と
称
し

　
　
　
て
武
器
輸
出
の
推
進
。
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
軍
産
複
合
体
。

　 

　  

こ
れ
が
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
を
戦
争
政
策
に
駆
り
立
て
て
い
ま
す
。

失われた３つの歯止め

①「武力行使は自衛のために限定」

　→集団的自衛権を容認

②「海外では武力行使はしない」

　→地理的限定をなくす

③「他国の武力行使と一体化しない」

　→ 「戦闘地域に行かない」

　　　から 「戦闘の現場には行かない」

※ 「戦闘」 状態を 「衝突」 とごまかし自衛隊を派遣

高まる４つのリスク→戦争と隣り合わせの日常

「９条ブランドの崩壊」 が何をもたらすか

①自衛隊員のリスク

②海外のＮＰＯが武力攻撃を受けるリスク

③日本がテロに合うリスク

④日本自体が戦争に巻き込まれるリスク

　　（北朝鮮に対するアメリカの先制攻撃による）

現行憲法　

日本国民は、 正義と秩序を基調とす

る国際平和を誠実に希求し、 国権の

発動たる戦争と、 武力による威嚇又

は武力の行使は、国際紛争を解決す

る手段としては、永久にこれを放棄す

る。

②前項の目的を達するため、 陸海空

軍その他の戦力は、 これを保持しな

い。国の交戦権は、これを認めない。

新設

第
９
条

（平
和
主
義
）

日本国民は、 正義と秩序を基調と

する国際平和を誠実に希求し、国

権の発動としての戦争を放棄し、

武力による威嚇及び武力の行使

は、 国際紛争を解決する手段とし

ては用いない。

②前項の規定は、 自衛権の発動

を妨げるものではない。

我が国の平和と独立並びに国及

び国民の安全を確保するため、内

閣総理大臣を最高指揮官とする国

防軍を保持する。

⑤国防軍に属する軍人その他の

公務員がその職務の実施に伴う

罪又は国防軍の機密に関する罪

を犯した場合の裁判を行うため、

法律の定めるところにより、 国防

軍に審判所を置く。

第
９
条

（国
防
軍
）

　　 　    自民党改憲草案 （２０１２年）
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無
期
転
換
の
ル
ー
ル
啓
発
と

１
２
月
８
日
、
県
労
連
は
２
０
１
８
年
４
月
か
ら
発
効
す
る
有
期
雇
用
労
働
者
の

５
年
継
続
雇
用
に
よ
る
無
期
転
換
ル
ー
ル
に
つ
い
て
、
制
度
の
周
知
徹
底
と
労
働
局

と
し
て
の
講
座
（市
民
講
座
）
の
開
催
等
を
要
請
し
ま
し
た
。
労
働
局
は
雇
用
環

境
均
等
室
が
対
応
し
、
県
労
連
か
ら
は
７
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

事
業
所
へ
の
取
り
組
み
は
評
価

　 

労
働
局
は
、
無
期
転
換
ル
ー
ル
に
関

す
る
資
料
の
配
布
は
勿
論
、
平
成
２
８

年
と
平
成
２
９
年
で
ど
ち
ら
も
５
０
０

人
を
超
え
る
雇
用
主
へ
「
無
期
転
換

ル
ー
ル
」
の
説
明
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

相
談
活
動
の
実
施
な
ど
、
企
業
側
への

周
知
の
取
り
組
み
に
は
、
県
労
連
か
ら

も
評
価
を
示
し
ま
し
た
。
ま
た
、
無
期

転
換
ル
ー
ル
に
つ
い
て
の
特
別
窓
口
を
設

置
し
、
実
際
に
相
談
も
昨
年
よ
り
増
加

し
て
い
る
点
な
ど
、
企
業
側
の
興
味
や

市
民
講
座
の
開
催
を
労
働
局
へ
要
請
施

問
題
意
識
の
高
ま
り
も
報
告
さ
れ
ま
し

た
。

　 

県
労
連
は
、
労
働
局
が
実
施
す
る
事

業
主
への
学
習
会
や
講
習
会
等
の
機
会

を
捉
え
、
事
業
所
に
対
象
と
な
る
労

働
者
が
ど
れ
く
ら
い
い
る
か
の
実
態
調
査

と
、
事
業
主
の
意
識
調
査
を
行
う
よ

う
に
求
め
ま
し
た
。

労
働
者
へ
の
周
知
徹
底
が
課
題

　 

し
か
し
、
新
聞
報
道
か
ら
も
労
働
者

側
への
周
知
は
依
然
と
し
て
低
い
ま
ま

で
、
制
度
に
つ
い
て
浸
透
し
て
い
な
い
の
が

現
実
で
す
。
労
働
者
が
制
度
を
知
ら

な
い
こ
と
を
逆
手
に
取
り
、
違
法
ま
が

い
の
雇
止
め
の
発
生
も
懸
念
さ
れ
ま

す
。

　 

県
労
連
か
ら
は
、
労
働
局
が
主
導

し
、
使
用
者
と
労
働
者
の
双
方
を
対

象
と
し
た
市
民
講
座
を
開
催
す
る
よ
う

要
請
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
開
催
の
際

に
は
、
県
労
連
や
連
合
、
弁
護
士
団
体

へ呼
び
か
け
、
そ
の
場
で
相
談
会
も
開

催
出
来
る
体
制
が
必
要
で
あ
る
と
訴
え

ま
し
た
。
労
働
局
か
ら
は
、
一
度
持
ち

帰
り
検
討
す
る
と
の
回
答
で
し
た
。

自交総連・北部ユニオンがストライキ実施！！
格
差
是
正
を
求
め
４
８
時
間
ス
ト
ラ
イ
キ
決
行

　報
道
機
関
も
注
目
す
る
ス
ト
ラ
イ
キ

　 

１
１
月
２
７
日
、
自
交
総
連
北
部
ユ
ニ
オ

ン
が
、
営
業
所
間
の
労
働
時
間
と
走
行
距

離
の
格
差
是
正
を
求
め
、
早
朝
５
時
の
始

業
時
か
ら
４
８
時
間
の
ス
ト
ラ
イ
キ
を
決
行

し
ま
し
た
。
７
時
５
０
分
か
ら
県
庁
前
で
、

ス
ト
に
至
る
経
過
を
報
告
し
、
支
援
の
訴

え
を
行
い
ま
し
た
。

　
北
部
ユ
ニ
オ
ン
の
比
江
森
委
員
長
は
、

「
柳
瀬
営
業
所
と
他
の
営
業
所
で
は
、
労

働
時
間
や
走
行
距
離
に
大
き
な
格
差
が
あ

る
に
も
関
わ
ら
ず
、
給
料
は
同
じ
で
あ

る
。
会
社
が
説
明
す
る
路
線
環
境
の
違
い

と
い
う
説
明
で
は
あ
ま
り
に
不
合
理
で
あ

る
。
」
と
訴
え
ま
し
た
。

　 

こ
の
行
動
の
取
材
に
Ｋ
Ｕ
Ｔ
Ｖ
高
知
放
送

と
高
知
さ
ん
さ
ん
テ
レ
ビ
、
高
知
新
聞
、

朝
日
新
聞
が
取
材
に
訪
れ
ま
し
た
。

　 

そ
の
後
、
旧
鏡
村
川
口
の
北
部
交
通

本
社
を
訪
れ
、
事
態
打
開
の
話
し
合
い

の
申
し
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。

　 

午
後
、
と
さ
電
交
通
本
社
を
訪
れ
、

片
岡
万
知
雄
社
長
（北
部
交
通
の
取
締

役
で
も
あ
る
）に
事
態
収
拾
の
申
し
入
れ

を
し
ま
し
た
が
、
社
長
不
在
で
浅
井
総

務
部
次
長
と
高
橋
経
営
企
画
室
次
長
が

対
応
し
ま
し
た
。

　 

北
部
ユ
ニ
オ
ン
は
、
同
日
中
に
１
２
月
９

日
以
降
の
ス
ト
通
告
を
県
と
労
働
委
員

会
に
行
う
と
と
も
に
、
会
社
側
の
真
摯

な
対
応
と
ス
ト
回
避
努
力
を
求
め
、
労

働
委
員
会
に
あ
っ
せ
ん
の
申
請
を
行
い
ま

し
た
。
２
８
日
に
は
、
い
の
町
を
中
心
に

ス
ト
支
援
の
ビ
ラ
配
布
を
行
い
ま
し
た
。

労
働
委
員
会
の
斡
旋
を
活
用

　 

１
２
月
７
日
、
北
部
ユ
ニ
オ
ン
は
会
社
の
誠
実
な
対
応
と
前
向
き

な
回
答
に
よ
っ
て
、
ス
ト
ラ
イ
キ
を
回
避
す
る
た
め
、
県
の
労
働
委

員
会
で
あ
っ
せ
ん
を
行
い
ま
し
た
。
県
労
連
か
ら
は
、
北
部
ユ
ニ
オ

ン
の
比
江
森
委
員
長
、
自
交
総
連
か
ら
樫
原
委
員
長
、
県
労
連

か
ら
田
口
委
員
長
と
牧
書
記
長
が
参
加
し
ま
し
た
。

　 

あ
っ
せ
ん
で
は
、
右
表
を
示
し
、
他
営
業
所
と
の
あ
ま
り
に
も

大
き
い
格
差
を
説
明
す
る
と
と
も
に
、
８
士
業
か
ら
１
０
士
業
への

切
り
替
え
な
ど
を
提
案
し
た
こ
と
や
北
部
交
通
の
対
応
に
つ
い
て
も

説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　
格
差
が
あ
る
こ
と
や
そ
れ
を
是
正
す
る
提
案
を
す
る
こ
と
、
真

摯
に
話
し
合
う
こ
と
を
内
容
と
す
る
あ
っ
せ
ん
案
が
出
さ
れ
、
労

使
双
方
が
受
け
入
れ
ま
し
た
。

県交北部交通における労働時間、走行距離の不均衡　　　（1ヵ月当）

川口本社　A 柳瀬営業所　B B－A B/A
拘束時間 125時間10分 208時間30分 83時間20分 1.66倍
実働時間 90時間24分 129時間 38時間36分 1.43倍
走行距離 2260.6㎞ 4101.3㎞ 1840.7㎞ 1.81倍



(4）２０１７年１２月１０日　　　   　　　　　高　知　県　労　連　　　    　　　　 　　ＮＯ．２０４

　

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
の
答
え
と
、

機
関
紙
の
感
想
、
組
合
名
、
郵

便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢

を
記
入
の
上
、県
労
連
書
記
局

宛
に
お
送
り
下
さ
い
。

　

抽
選
で
３
名
に
図
書
カ
ー
ド

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。（
ハ

ガ
キ
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、ｅ
メ
ー
ル
）締

め
切
り
は
１
月
５
日
ま
で
と
な

り
ま
す
。

図
書
券
プ
レ
ゼ
ン
ト

《
応
募
方
法
》

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

当
選
者
の
発
表

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

　

２
０
３
号
の
答
え
は
「
フ
ユ
ジ

タ
ク
」
で
し
た
。
当
選
者
は
以
下

の
方
で
す
。

【
当
選
者
】

　
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
、
事
務
の
都
合

上
、
図
書
カ
ー
ド
の
発
送
が
遅
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

中
平　

重
美
さ
ん

　
　
　
　
　
（
県
国
公
）

藤
田　

毅　

さ
ん

　
　
　
　
　
（
私
学
教
組
）

松
岡　

る
い　

さ
ん

　
　
　
　
　
（
自
治
労
連
）

おたよりの紹介

【ヨコのカギ】

①昼が一番短

い日　③○○

書き算盤　⑤

――まで浸水　

⑦燃えるもの　

⑨土を高く盛っ

　

カ
ギ
を
解
き
二
重
枠
の
文
字

を
並
べ
て
で
き
る
言
葉
は
何
で

し
ょ
う
？

【
タ
テ
の
カ
ギ
】
①
特
別
の
安

値
。
―
―
品
　
②
准
看
護
士
の

略
　
③
腰
周
り
を
動
か
す
体
操

を
無
理
な
く
続
け
て
―
―
が
改
善

し
た
　
④
○
○
を
張
ら
ず
身
の
丈

に
　
⑥
○
○
式
会
社
　
⑧
―
―
な

指
導
で
見
る
間
に
上
達
　
⑪
冷
暖

房
―
―
の
宿
　
⑫
○
○
桜
、
○
○

歯
　
⑬
歌
の
文
句
。
○
○
を
間
違

え
た

た墓　⑩蛹が成

虫に　⑫野心を

持つ人　⑭○

○結びの神　

⑮世界的女優

がお――で来

日

川
柳
コ
ー
ナ
ー

八
角
さ
ん
　
不
祥
事
発
覚
　
立
場
な
し

　
　
　
　             

　
　
　 

　
　  

　
　
　
　
（高
橋
狸
）

○新たに組合員となり、 初めて本紙を拝見いたしました。 色刷

りで写真も多く掲載されており、ボリューム的にもよみやすいと感

じました。今後も様々な情報を期待しています。県国公（Ｓ・N）

○県労連が最低賃金引き上げを求めて経済界の人々と懇談して

いる様子が分かり、要求実現に向けてこういった取り組みが大切

になっているのだと分かりました。県教研の記事もありがとうござ

います！。 私学教組 （Ｔ ・ Ｆ）

○ 「１０月１３日より最低賃金が７３７円になりました」 全国に比

べればまだまだ。でも賃金アップはいいことです。！年金者組

合 （Ｈ ・ Ｏ）

○読みやすい内容なので退職した両親も読んでいます。 自治

労連 （Ｒ ・ Ｍ）

○機関紙のバックナンバーは県労連ホームページで見ることが出来ます。「高知県労連」で検索できます。

権
力
者　

戦
争
防
ぐ　

脳
ト
レ
を

　
　
　
　             

　
　
　 

　
　  

　
　
　
　
（源
朝
光
）

「
イ
ン
ス
タ
映
え
」
狙
い
米
韓
演
習

　
　
　
　             

　
　
　 

　
　  

　
　
　
　
（源
朝
光
）

沢
山
の
投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

忘
年
会
　
記
憶
を
忘
れ
て
　
大
失
敗

　 

県
が
高
校
生
や
大
学
生
向
け

に
、
社
会
に
出
て
働
く
に
あ
た
っ

て
の
心
構
え
や
権
利
に
つ
い
て
記

載
す
る
、「
働
く
ル
ー
ル
知
っ
て
い

ま
す
か
」
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
、
労

働
組
合
の
窓
口
と
し
て
高
知
県

労
連
の
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
が
明
記

さ
れ
ま
し
た
。

　 

県
労
連
で
は
、
こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
が
発
行
さ
れ
た
当
時
か
ら
、
個

人
加
盟
で
き
る
労
働
組
合
の
存

在
を
明
記
す
る
こ
と
、
県
労
連

や
連
合
高
知
な
ど
と
い
っ
た
労
働

組
合
の
相
談
窓
口
の
記
載
を
求

「
働
く
ル
ー
ル
知
っ
て
い
ま
す
か
」
に

県
労
連
の
相
談
窓
口
が
記
載
さ
れ
る

め
て
き
ま
し
た
。

　 

当
初
は
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
中

身
に
つ
い
て
は
、
法
律
等
が
変

わ
っ
た
際
に
そ
の
部
分
の
み
を

修
正
す
る
と
回
答
し
て
い
た
県

で
す
が
、
県
労
連
に
よ
る
長
年

の
要
求
と
深
刻
化
す
る
ブ
ラ
ッ

ク
企
業
対
策
と
し
て
、
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
への
記
載
を
今
年
か
ら
行

う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　 

す
で
に
行
政
窓
口
に
は
、
新

し
く
な
っ
た
も
の
が
あ
り
ま
す

の
で
、
気
付
い
た
ら
手
に
取
っ

て
み
て
く
だ
さ
い
。

【日程】　２０１７年１２月２３日（土）１１時～１５時

【場所】　帯屋町パラソル前
【相談内容】

 　労働、 法律、 登記、 相続、 年金、

  生活、　健康、 子育て(子育て ・ 教育)、

　アスベスト ・ じん肺、 ＤＶなど

くらしあったか村何でも相談会

　２００９年から取り組みを進めている「くらしあったか村何でも相

談会」 は、 ８年目を迎えました。 当日は、 女性部による炊き

出しや、 子ども食堂こうちによる餅つきも計画しています。 気

軽に立ち寄ってください。


